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■ 第７回北陸風景街道交流会議を開催しました。 

北陸風景街道協議会事務局 

（2013.10.28） 

 

 平成２５年１０月１７日（木）、１８日（金）の２日間にかけて、富山県富山市「富山県民会館」に

て、「第７回 北陸 風景街道交流会議」を開催しました。 

 富山県内をはじめ、新潟県、石川県、岐阜県と北陸地域各地から、活動団体の皆さん、アドバイザー

を交え、約６０名の方々に参加頂きました。 

 

～プログラム～ 

【10月 17 日】 

●活動内容報告 

 各ルートの活動内容の報告を実施。 

 〈アドバイザー〉 

    臼井 純子氏 オフィス・ウスイ代表 元(株)富士通総研取締役 

    森野 美徳氏 都市ジャーナリスト  

    近藤 淳氏  国土交通省道路局環境安全課道路環境調査室企画専門官 

            

●交流会 

【10月 18 日】 

 ●全体討議 

  アドバイザーを交え、活動の相談会を実施。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

開催市挨拶（富山市神田副市長）         交流会議の様子                        各ルートのパネル展示 



一日目の交流会議では、全１３ルート中、９ルートから活動報告があり、その後、参加者とアド

バイザーを交えて意見交換を行いました。アドバイザーの皆様方からは、下記のようなコメントを

していただき、今後、北陸風景街道のより一層の飛躍の契機になったかと思います。 

 

二日目の全体討議では、道の駅との連携や、案内看板の標記などについての意見交換が行われま

した。また、今後は北陸新幹線開業、東京オリンピックなど、目標となる年次に向けて着実に歩み

を進めていく地道な活動が必要との意見もありました。 

 

参加いただいた皆様ありがとうございました。 

 

 

 

＜アドバイザーからの主なコメント＞ 

  ・どのルートも地に足のついた活動を持続的に展開しておりステップアップしている。 

 ・今後は、さらにルート内の質を高めたり、外部との連携も視野に。 

 ・ルートの足並みが揃った段階で北陸としてのブランド化、経済波及効果の検討を。 

・中の連携、外の地域、ブロックとの連携、巨大消費地との連携など、全国的に見ても、今後は連携 

が非常に重要になってくる。 

 ・ルートによっては、世代交代が進んでいる所もあり、評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局・相談窓口の連絡先】 

北陸 風景街道協議会 事務局（国土交通省 北陸地方整備局 道路部道路計画課） 

〒950-0081 新潟県美咲町１-１-１ 新潟美咲合同庁舎１号館 

TEL：025-280-8916 FAX：025-370-6741 

E-mail：doukei@hrr.mlit.go.jp 

全体討議の様子 


